
観光事業におけるICT活用
（ 「IoTおもてなし環境実現に向けた地域実証」 ）

訪日観光客向け｢おもてなしICT実証事業｣（長野県小諸市）
総務省の「IoTおもてなし環境の社会実装に向けた情報仲介機能の在り方に関わる調査研究」

観光

＜お問合せ先＞小諸市 商工観光課：0267-22-1700【 】信越情報通信懇談会ホームページ資料

テレワークセミナー

更新日：2020年9月1日

平成２９年度実証

○ 外国人観光客の集客と消費需要を拡大するために、ICT（スマートフォン、ICカード、デジタルサイネージ、多言語翻訳機等）

を活用して、小諸市のインバウンド、観光事業の地域活性化を図る取組。
○ 総務省の平成29年度「IoTおもてなし環境実現に向けた地域実証」の取組。

実証の対象は外国人のお客様で、スマート
フォン、ICカード、デジタルサイネージ、多言語
翻訳機器といった情報伝達技術（ICT）を通じ
て、実証期間中に約１００名の外国人のお客
様に小諸におこしいただき、小諸ならではの
プログラム（着物の着付け体験、人力車体験、
そば打ち体験、弓道体験、リンゴ狩り、温泉
等）をお楽しみいただくことを目指している。

1. 体験プログラム参加時に受付場所でパスポート情報などのパーソナルデータとIC
カードを共通キオスク端末「おもてなしス テーション」で登録(紐付け)する。

2. 観光動線上の各施設でICカードによるスマート入場を行う。
3. 観光動線上にICカード連動型インタラクティブサイネージを配置する。
4. 配信型サイネージとおもてなしICカード連携を行い4Kモニターでの多言語観光案内

を行う。
・実証期間：平成29年11月3日～平成29年12月31日 実施主体：一般社団法人こもろ
観光局
・実施支援団体：小諸市、小諸商工会議所、有限責任事業組合さくりすITサポート(トータ
ルアドバイスとサイネージ運用)、合同会社江口靖二事務所、軽井沢トラベル＆コンサル
ティング(企画、販売)、株式会社アイク(プライバシーマーク所有)

・実施内容：訪日外国人に対するおもてなしを強化するため、デジタルサイネージやス
マートフォンを利活用した各種サービスを提供し実証データを収集するもの。
「小諸市におけるおもてなしICT実証（小諸城址「懐古園」など観光めぐりと体験企画）」
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